
は
じ
め
に

　

前
稿
「『
淡
海
温
故
録
』
の
明
智
光
秀
出
生
地
異
伝
と
現
地
伝
承
に
つ
い
て
」（『
滋

賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
研
究
紀
要
』
第
三
五
号
、
二
〇
一
九
年
）
で
は
館
蔵
「
淡
海

温
故
録
」
の
記
述
に
触
れ
つ
つ
、
明
智
光
秀
近
江
出
身
伝
承
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

主
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
各
社
か
ら
の
注
目
を
受
け
、
新
聞
等
の
各
種
記
事
と
し
て
報
道

さ
れ
る（
一
）
と
と
も
に
、
い
く
つ
か
の
光
秀
に
か
か
る
著
述
や
論
文
等
に
引
用
さ
れ

る（
二
）
機
会
も
あ
り
、
筆
者
自
身
も
前
稿
を
要
約
し
た
り
発
展
さ
せ
た
論
考
を
複
数

公
表
す
る（
三
）
な
ど
、
一
定
の
社
会
的
な
役
割
を
果
た
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

そ
う
し
た
反
響
の
中
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
近
江
に
伝
わ
る
明
智
光
秀
関
係
の

伝
承
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
受
け
る
機
会
が
あ
っ
た
。
滋
賀
県
守
山
市
に
伝
わ
る
光

秀
の
重
臣
・
藤
田
伝
五
ゆ
か
り
の
系
譜
伝
承
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
伝

承
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
機
会
に
県
内
各
地
に
伝
わ
る
明
智
家
臣
団
伝
承
を

集
成
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
坂
本
城
跡
の
近
辺
に
伝
わ
る
明
智
光
秀
関
連
伝
説

　

滋
賀
県
内
、
と
く
に
居
城
で
あ
っ
た
坂
本
城
跡
（
大
津
市
）
の
近
辺
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
明
智
光
秀
関
連
伝
説
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
著
名
な
伝
説
と
し
て
避
け
ら
れ
な
い
の
が
、
天
海
＝
光
秀
伝
説
（
南
光
坊

光
秀
説
）
で
あ
る
。

　

信
長
の
焼
討
ち
に
よ
る
荒
廃
か
ら
比
叡
山
を
復
興
し
、
徳
川
家
康
を
東
照
大
権
現

と
し
て
祀
る
こ
と
に
功
績
が
大
き
か
っ
た
天
台
宗
の
名
僧
・
天
海
だ
が
、
前
半
生
は

謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
正
体
は
、
敗
死
を
装
っ
て
密
か
に
生
き
延
び
て
い
た
明

智
光
秀
そ
の
人
で
あ
る
と
い
う
も
の
。

　

語
る
と
こ
ろ
は
、
国
家
鎮
護
の
延
暦
寺
を
焼
亡
に
追
い
や
っ
た
織
田
信
長
の
異
常

性
を
恐
れ
て
、
明
智
光
秀
と
羽
柴
秀
吉
、
徳
川
家
康
の
三
名
が
共
謀
し
て
信
長
を
討

ち
果
た
し
た
。
三
名
の
間
に
は
密
約
が
結
ば
れ
て
い
て
交
替
で
天
下
を
取
る
こ
と
と

し
、
ま
ず
は
弑
逆
の
汚
名
を
着
た
光
秀
が
秀
吉
に
倒
さ
れ
た
よ
う
に
見
せ
か
け
つ
つ

世
間
の
目
を
欺
い
て
生
き
延
び
、
出
家
し
て
天
海
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
秀
吉
は
密

約
に
反
し
て
自
分
の
息
子
に
天
下
を
譲
ろ
う
と
し
た
の
で
、
天
海
と
な
っ
て
い
た
光

秀
と
家
康
の
二
人
が
力
を
合
わ
せ
て
豊
臣
秀
頼
を
倒
し
、
江
戸
時
代
を
開
い
た
と
い

う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
伝
説
は
、須
藤
光
輝『
大
僧
正
天
海
』（
冨
山
房
、一
九
一
六
）や
明
智
滝
朗『
光

秀
行
状
記
』（
中
部
経
済
新
聞
社
、
一
九
六
六
）
な
ど
の
出
版
物
に
紹
介
さ
れ
た
こ

と
を
契
機
に
広
ま
っ
た
よ
う
だ
。
さ
ら
に
、早
乙
女
貢
の
歴
史
小
説『
明
智
光
秀
』（
東

方
社
、
一
九
六
一
。
の
ち
、
一
九
七
〇
、
一
九
八
〇
な
ど
に
再
刊
）
が
天
海
＝
光
秀

説
を
全
面
的
に
取
り
入
れ
て
書
か
れ
た
こ
と
で
、
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
こ
の
伝
説
の
文
献
的
根
拠
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
筆
者
自
身
、
天
海
＝

近
江
に
お
け
る
明
智
光
秀
家
臣
団
伝
承
に
つ
い
て

 

井
　
上
　
　
　
優
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光
秀
説
を
近
江
坂
本
出
身
の
父
や
親
族
か
ら
ま
こ
と
し
や
か
に
伝
え
聞
か
さ
れ
た
が

何
時
、
誰
か
ら
伝
承
し
た
の
か
に
つ
い
て
尋
ね
る
機
会
も
な
か
っ
た
。
よ
く
で
き
た

ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
が
史
料
上
の
根
拠
が
な
く
、
近
世
の
文
献
に
も
書
か
れ
て
い
な

い
。
も
と
も
と
地
域
に
伝
わ
っ
た
伝
承
で
は
な
く
、
近
代
以
降
に
創
作
さ
れ
た
ス
ト

ー
リ
ー
が
逆
に
地
域
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
流
布
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
だ
ろ

う
。

　

な
お
、
慶
長
二
〇
年
（
一
六
一
五
）
に
比
叡
山
麓
の
飯
室
谷
に
建
立
さ
れ
た
石
燈

籠
に
「
慶
長
二
十
年
二
月
十
七
日
奉
寄
進　

願
主
光
秀
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
と
い
う

情
報
も
あ
る
。
筆
者
自
身
、
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）
当
時
に
滋
賀
県
立
東
大
津

高
等
学
校
歴
史
研
究
部
の
活
動
の
一
環
と
し
て
飯
室
谷
松
禅
院
を
訪
ね
て
確
認
し
、

竿
部
に
陰
刻
銘
が
あ
り
磨
滅
著
し
い
も
の
の
概
ね
そ
の
よ
う
に
読
め
る
こ
と
に
つ
い

て
は
認
識
し
た
（
現
在
は
拝
観
不
可
）
が
、「
光
秀
」
は
僧
名
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
だ
ろ
う
。
光
秀
と
天
海
の
筆
跡
や
花
押
な
ど
も
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
史
実
と
し

て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
の
他
、
明
智
左
馬
助
光
春
（
秀
満
）
湖
水
渡
り
伝
説
の
地
と
し
て
大
津
市
打
出

浜
、
同
柳
が
崎
の
両
地
と
、
坂
本
城
跡
に
築
か
れ
た
「
明
智
塚
」
が
あ
る
。
本
能
寺

の
変
後
、
安
土
城
の
留
守
居
を
務
め
て
い
た
光
秀
の
娘
聟
・
明
智
秀
満
が
、
山
崎
の

敗
戦
を
知
っ
て
坂
本
城
へ
帰
る
途
上
、
馬
に
乗
っ
た
ま
ま
琵
琶
湖
を
渡
っ
た
と
い
う

伝
説
で
、
発
地
の
打
出
浜
（
琵
琶
湖
文
化
館
前
市
道
）
と
着
地
の
柳
が
崎
（
柳
が
崎

湖
畔
公
園「
駒
止
め
の
松
」）に
そ
れ
ぞ
れ
伝
説
地
を
示
す
石
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

左
馬
助
湖
水
渡
り
の
話
は
い
わ
ゆ
る
『
川
角
太
閤
記
』（
元
和
年
間
成
立
）
が
初
出

で
伝
説
と
し
て
は
古
い
も
の
の
、柳
が
崎
の
二
基
の
石
碑
は
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
八
年（
一

九
三
三
）
と
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
の
銘
が
刻
ま
れ
、
文
化
館
前
の
も
の
は
そ

れ
よ
り
も
新
し
い
も
の
で
、
い
ず
れ
も
近
現
代
の
建
立
と
考
え
ら
れ
る（
四
）。「
明
智

塚
」
は
坂
本
城
落
城
の
際
、
秀
満
が
光
秀
の
愛
刀
や
宝
器
を
埋
め
た
供
養
塚
で
あ
る

な
ど
と
伝
わ
る
が
、
い
つ
か
ら
存
在
す
る
塚
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

　

総
じ
て
、
大
津
市
内
の
坂
本
城
跡
近
辺
に
伝
わ
る
光
秀
関
連
伝
説
に
は
史
料
の
乏

し
い
も
の
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
、
確
か
な
光
秀
発
給
文
書
や
関
係
文
化
財
を
伝
え
る

西
教
寺
や
聖
衆
来
迎
寺
、『
近
江
名
所
図
会
』
に
「
明
智
寺
」
の
異
名
が
記
さ
れ
る

盛
安
寺
な
ど
の
社
寺
に
つ
い
て
は
城
主
時
代
の
明
智
光
秀
の
帰
依
を
受
け
て
い
た
こ

と
に
疑
い
が
な
く
、
な
か
で
も
聖
衆
来
迎
寺
表
門
は
保
存
修
理
の
結
果
、
伝
説
通
り

に
坂
本
城
の
旧
城
門
遺
構
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
て
い

る（
五
）。

二
、
近
江
の
各
地
に
伝
わ
る
明
智
光
秀
家
臣
団
の
系
譜
伝
承

　

明
智
家
の
旧
臣
伝
承
は
各
地
に
存
在
し
、
坂
本
龍
馬
の
系
譜
伝
承
な
ど
が
よ
く
知

ら
れ
る
が
、
近
江
国
内
に
は
特
に
多
い
と
い
え
る
。

　

彦
根
藩
井
伊
家
筆
頭
家
老
・
木
俣
清
左
衛
門
尉
守
勝
は
も
と
も
と
三
河
武
士
で
徳

川
家
臣
で
あ
っ
た
が
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
の
元
服
後
、
一
族
の
不
和
が
原
因

で
徳
川
家
を
出
奔
し
て
明
智
光
秀
に
仕
え
た
。
そ
の
こ
と
は
井
伊
家
家
臣
団
の
正
式

系
譜
集
で
あ
る
『
侍
中
由
緒
帳
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る（
六
）。
木
俣
守
勝
は
そ
の
後
、

徳
川
家
康
か
ら
呼
び
戻
さ
れ
て
天
正
一
〇
年
の
本
能
寺
の
変
に
際
し
て
は
、「
神
君

伊
賀
（
甲
賀
）
越
え
」
の
一
員
と
し
て
三
河
へ
の
脱
出
行
に
供
奉
し
た
。

　

賤
ケ
岳
七
本
槍
の
一
人
で
近
世
大
名
家
を
興
し
た
北
近
江
出
身
の
武
将
・
脇
坂
安

治（
通
称
：
甚
内
）も
、
浅
井
氏
滅
亡
後
に
織
田
家
に
属
し
明
智
光
秀
の
与
力
と
し
て

丹
波
攻
め
な
ど
に
活
躍
し
て
い
る
。
そ
の
後
自
ら
志
願
し
て
木
下
秀
吉
に
仕
え
て
播

磨
攻
め
に
従
軍
す
る
な
ど
、
本
能
寺
の
変
ま
で
に
立
場
を
変
え
て
い
わ
ゆ
る
豊
臣
恩

顧
大
名
と
し
て
出
世
し
て
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
江
戸
幕
府
の
大
名
・
旗
本
・

御
家
人
の
正
式
な
系
譜
集
で
あ
る『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』（七
）や『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』（
八
）

に
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
戦
国
期
の
近
江
堅
田
に
勢
力
を
有
し
た
有
力
土
豪
（
殿
原
衆
）・
猪
飼

甚
介
が
元
亀
元
年
の
堅
田
合
戦
を
契
機
に
織
田
政
権
に
下
り
明
智
光
秀
の
与
力
と

な
っ
た
こ
と
は
、『
信
長
公
記
』、「
猪
飼
家
系
譜
之
図
」
お
よ
び
一
次
史
料
な
ど
か
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ら
明
ら
か
で
あ
り
、
彼
は
本
能
寺
の
変
お
よ
び
山
崎
合
戦
で
光
秀
と
運
命
を
と
も
に

し
た
と
考
え
ら
れ
る（
九
）。
そ
の
後
の
猪
飼
一
族
は
堅
田（
大
津
市
）や
手
原（
栗
東
市
）

な
ど
に
在
村
し
て
由
緒
を
伝
え
た
一
族
と
、
幕
府
代
官
を
経
て
旗
本
と
な
っ
た
家
系

に
分
か
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
高
島
幸
次
氏
の
一
連
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る（
一
〇
）。

　

そ
の
他
に
も
、脇
坂
甚
内
の
親
族
と
伝
え
る
東
浅
井
郡
加
村
（
長
浜
市
湖
北
町
賀
）

の
脇
坂
久
兵
衛
家（
一
一
）、野
洲
郡
水
保
村（
守
山
市
水
保
町
）の
藤
田
彦
兵
衛
家
な
ど
、

滋
賀
県
内
各
地
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。

三
、
木
内
石
亭
の
実
家
・
拾
井
家
に
伝
わ
る
光
秀
家
臣
団
伝
承

　

そ
う
し
た
光
秀
家
臣
団
伝
承
の
な
か
で
、
筆
者
が
特
筆
し
て
お
き
た
い
の
が
木
内

石
亭
の
実
家
で
あ
る
拾
井
家
と
野
洲
郡
水
保
村
（
守
山
市
）
に
伝
わ
る
藤
田
家
の
系

譜
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
江
戸
時
代
中
期
に
活
躍
し
た
博
物
学
者
・
木
内
石
亭
（
本
名
小
繁
、
一
七

二
四
〜
一
八
〇
八
）
が
明
智
光
秀
の
家
臣
の
末
裔
で
あ
る
と
い
う
系
譜
伝
承
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。
日
本
考
古
学
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
石
亭
は
、
光
秀
の
居
城
で
あ
っ

た
坂
本
城
跡
に
ほ
ど
近
い
近
江
国
滋
賀
郡
下
坂
本
村
（
大
津
市
下
阪
本
）
の
拾
井
家

で
生
ま
れ
た
。
拾
井
家
は
山
門
公
人
、
す
な
わ
ち
延
暦
寺
に
仕
え
る
武
士
身
分
の
家

柄
と
し
て
北
国
街
道
筋
の
下
坂
本
村
の
幸
神
社
門
前
に
居
を
構
え
て
い
た
。
菩
提
寺

は
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
西
教
寺
で
あ
る
。

　

江
戸
前
期
成
立
の
系
図
「
拾
井
氏
名
字
分
ケ
筋
目
書
置
」
に
、
拾
井
は
も
と
伊
藤

と
称
し
て
明
智
家
の
家
臣
で
あ
っ
た
こ
と
、
落
城
に
伴
っ
て
改
姓
し
帰
村
し
た
こ
と

な
ど
が
記
さ
れ
る（
一
二
）。
系
図
は
、
筆
者
が
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
の
学
芸
員
と
し

て
企
画
展
「
石
の
長
者
・
木
内
石
亭
」
を
担
当
し
た
際
に
採
訪
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

図
録
に
は
写
真
と
解
説
の
み
を
掲
載
し
た
た
め
、
改
め
て
釈
文
を
示
す
と
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

　

拾
井
氏
名
字
分
ケ
筋
目
書
置

拾
井
氏
名
字
之
初
り
伊
藤
浄
心
与
申
仁
初
申
候
、
明
知
殿
落
城
之
時
節
打
死
被

致
候
、
き
ぼ
ろ
拾
人
之
組
頭
、
首
帳
之
高
名
其
外
ほ
ま
れ
す
く
れ
、
御
ほ
う
び

と
し
て
正
宗
之
刀
、
其
時
伊
藤
拾
井
与
被
改
置
下
候
、
其
刀
七
拾
年
以
前
当
所

火
事
ニ
焼
失
致
候
へ
共
焼
刀
ハ
今
ニ
残
り
有
之
、
ゆ
ふ
し
よ
書
見
是
焼
失
被
申

候
由
申
伝
へ
候
、
指
替
之
刀
永
正
助
定
信
国
之
脇
指
家
ニ
伝
り
、
今
ニ
所
持
仕

候
、
手
鍵
壱
筋
右
之
通
浄
心
子
栄
賀
請
取
、
此
家
取
立
当
所
町
屋
ニ
住
居
被
致

候
、

　

右
、
浄
心
子
惣
領
家
之
初
り
栄
賀

一
、
栄
賀　

若
名
平
三
郎
、
下
坂
本
御
新
地
さ
を
請
名
、
七
拾
才
余
ニ
而
相
果
、

　
　
　
　
　

 

妻
ハ
簗
瀬
氏
、
只
今
ハ
堀
田
長
門
守
様
御
家
来
之
家

　

栄
賀
子
宗
仁
惣
領

一
、
宗
仁　

若
名
茂
兵
衛

　
　
　
　
　

 

七
拾
才
余
ニ
而
相
果
、
妻
ハ
簗
瀬
氏
、
右
家
別  　
（
以
下
、
略
）

　

す
な
わ
ち
、
先
祖
は
伊
藤
浄
心
（
浄
心
は
法
名
で
あ
ろ
う
）
と
い
い
、
明
智
家
の

家
臣
で
「
き
ぼ
ろ
（
黄
母
衣
）」
衆
十
人
の
組
頭
で
あ
っ
た
と
伝
え
る
。
黄
母
衣
衆

は
一
般
に
、
織
田
信
長
の
黒
母
衣
衆
と
赤
母
衣
衆
に
倣
っ
て
豊
臣
秀
吉
が
選
抜
し
た

馬
廻
り
衆
の
こ
と
で
あ
り
、
明
智
光
秀
の
そ
れ
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
織

田
政
権
の
中
で
激
し
く
競
わ
さ
れ
た
秀
吉
と
光
秀
に
は
類
似
し
た
行
動
も
多
く
知
ら

れ
て
お
り
、
光
秀
黄
母
衣
衆
の
存
在
に
つ
い
て
、
疑
わ
し
く
は
あ
る
も
の
の
全
否
定

す
る
ま
で
に
は
及
ば
な
い
だ
ろ
う
。

　

伊
藤
浄
心
は
坂
本
城
落
城
の
お
り
討
死
し
た
が
、
敵
の
首
級
を
多
く
挙
げ
る
な
ど

誉
れ
優
れ
た
武
人
で
あ
り
、主
君
（
光
秀
）
か
ら
褒
美
と
し
て
正
宗
の
刀
を
拝
領
（
相

州
伝
の
始
祖
で
あ
る
鎌
倉
末
期
の
正
宗
作
刀
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
名
刀
の
代
名
詞
と

も
い
う
べ
き
も
の
で
真
作
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。）
し
て
い
た
。
拾
井
と
改
姓
し
て

下
坂
本
村
に
帰
村
し
た
浄
心
の
子
・
栄
賀
の
子
孫
の
も
と
に
、
そ
の
刀
は
火
災
で
焼

損
し
な
が
ら
も
伝
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
。
た
だ
し
、「
ゆ
う
し
よ
書
見
」（
由
緒
書
）
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は
焼
失
し
た
と
さ
れ
る
。
浄
心
、
栄
賀
の
後
裔
と
し
て
こ
の
拾
井
平
左
衛
門
家
に
生

ま
れ
、
母
の
実
家
で
あ
る
栗
太
郡
北
山
田
村
の
木
内
小
兵
衛
家
の
養
子
と
な
っ
た
の

が
、
木
内
小
繁
（
号
：
石
亭
）
で
あ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
木
内
家
は
北
近
江
浅
井
郡
の
脇
坂
久
兵
衛
家
か
ら
三
度
も
養
子
を
迎

え
て
い
る（
一
三
）
が
、
そ
の
家
も
ま
た
、
明
智
光
秀
旧
臣
伝
承
を
伝
え
る
家
系
で
あ
っ

た
こ
と
は
偶
然
と
思
わ
れ
な
い
。
江
戸
時
代
中
期
の
近
江
に
お
い
て
、
名
字
帯
刀
を

許
さ
れ
た
士
分
の
豪
農
（
郷
士
）
層
の
中
で
、
明
智
光
秀
家
臣
団
の
末
裔
同
士
で
あ

る
と
い
う
認
識
が
、
親
族
の
縁
組
条
件
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
明
智
旧
臣
団
と
い
う
系
譜
意
識
が
、
遠
く
離
れ
た
地
域
の
間
で
相
互
に
共
有
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。

四
、
守
山
市
水
保
町
に
伝
わ
る
藤
田
伝
五
の
同
族
伝
承

　

さ
て
、
近
江
に
伝
わ
る
明
智
光
秀
家
臣
団
伝
承
の
中
で
も
こ
れ
ま
で
に
全
く
知
ら

れ
て
お
ら
ず
、
と
く
に
興
味
深
い
一
事
例
を
紹
介
す
る
。
守
山
市
水
保
町
に
伝
わ
る

藤
田
伝
五
の
一
族
に
か
か
る
系
譜
伝
承
で
あ
る
。
藤
田
伝
五
行
政
は
明
智
五
宿
老
の

一
人
に
も
数
え
ら
れ
、
光
秀
が
本
能
寺
の
変
を
決
意
し
た
際
、
い
ち
早
く
打
ち
明
け

た
重
臣
の
一
人
と
し
て『
信
長
公
記
』に
も
そ
の
名
前
が
見
え
る（
一
四
）。『
明
智
軍
記
』

な
ど
で
は
山
崎
の
戦
い
で
重
傷
を
負
い
、天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
六
月
一
四
日
、

退
却
し
た
淀
で
自
刃
し
て
果
て
た
と
い
わ
れ
る（
一
五
）。

　

そ
の
出
自
は
全
く
も
っ
て
不
明
だ
が
、一
般
に
は「
美
濃
衆
」や
明
智
の「
譜
代
衆
」

な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
藤
田
伝
五
の
父
に
つ
い
て
は
何
も
わ
か
っ

て
お
ら
ず
、
本
人
が
美
濃
出
身
で
あ
る
と
い
う
史
料
的
な
根
拠
も
存
在
し
な
い
。
い

つ
か
ら
光
秀
に
仕
え
た
の
か
も
分
か
っ
て
い
な
い（
一
六
）。
こ
う
し
た
条
件
の
中
で
伝

五
を
「
美
濃
衆
」
と
か
「
譜
代
衆
」
と
呼
ぶ
の
は
偏
見
以
外
の
何
物
で
も
な
く
、
そ

の
出
自
は
一
度
白
紙
に
戻
し
て
考
え
直
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
今
回
情
報
提
供
を
受
け
た
系
譜
史
料
が
参
考
と
な
る
。
藤
田
泰
夫
家
に

伝
わ
る
「
藤
田
系
図
」
は
、
記
述
の
下
限
が
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
な
の
で
、
ほ

ぼ
そ
の
時
代
、
十
八
世
紀
後
半
の
成
立
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

同
系
図
に
よ
る
と
、
藤
田
伝
五
、
お
よ
び
そ
の
兄
弟
で
山
崎
合
戦
に
お
い
て
討
死

し
た
藤
田
伝
三
行
久
は
と
も
に
、
野
洲
郡
秋
富
郷
（
水
保
村
）
に
天
台
律
宗
観
音
寺

を
建
立
し
た
藤
田
五
兵
衛
尉
貞
長
の
子
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
伝
三
、
伝
五
ら
を
含
む

貞
長
の
子
の
中
で
、
惣
領
は
藤
田
彦
兵
衛
尉
貞
孝
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
末
裔
が

現
在
も
守
山
市
水
保
に
住
ん
で
い
る
。
系
図
を
示
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

藤
田
系
図

　
　
　

藤
田
三
河
守

　

貞
近

　
　
　

文
安
三
年
戊
酉
二
月
十
二
日
没　

法
名　

梅
後
盛
春
禅
門

　
　
　
　
　

従
四
位
佐
々
木
氏
綱
公
幕
下

　
　
　

貞
時　

藤
田
修
理
太
夫

　
　
　
　
　

寛
正
四
年
癸
未
九
月
廿
八
日
卒　

法
名　

雲
晴
院
忠
道
信
士

　
　

後
柏
原
院
御
宇　

永
正
七
年
近
江
国
武
将
佐
々
木
弾
正
定
頼
相
戦
之

　
　

砌
地
頭
山
浅
井
□
完
政
之
為　

当
国
江
北
猿
番
場
ノ
為
合
戦
軍
功
打
死

　
　

佐
々
木
弾
正
定
頼
之
家
臣

　
　
　
　
　
　
　

藤
田
五
兵
衛
尉

　
　
　

貞
長

　
　
　
　
　

永
正
七
年
庚
午
四
月
十
三
日　

法
名　

海
渓
清
春
信
士

　
　
　
　
　

湖
西
坂
本
西
教
寺
石
塔
建
刻
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人
皇
百
六
代
後
奈
良
院
御
宇　

天
文
五
年
丙
申
北
之
堂
観
音
寺
再

　
　

建
ス　

右
志
之
意
趣
者
実
父
五
兵
衛
尉
源
貞
長
依
打
死
為
菩
提
ノ

　
　

嫡
子
後
貞
孝
再
建
之
者
也

　
　
　
　
　
　
　

藤
田
彦
兵
衛
尉

　
　
　

貞
孝

　
　
　
　
　
　
　

天
正
八
年
酉
正
月
廿
一
日
没　

法
名　

嘉
翁
宗
慶
禅
門

　
　
　

行
久

　
　
　
　
　
　
　

天
正
十
年
六
月
十
三
日　

明
智
日
向
守
光
秀
与
筑
前
守
秀
吉
与

　
　
　
　
　
　
　

山
崎
合
戦
之
砌
藤
田
伝
三
行
久
二
千
五
百
余
騎
之
大
将
ヲ
蒙
リ

　
　
　
　
　
　
　

兄
弟
一
所
打
向
奇
手
蜂
屋
出
羽
守
ヲ
追
靡
敵
数
多
打
取
神
戸

　
　
　
　
　
　
　

三
郎
信
孝
蜂
屋
加
勢
而
攻
来
モ
追
崩
ト
雖
敵
数
多
味
方
無
勢

　
　
　
　
　
　
　

也　

終
深
手
六
ケ
所
蒙
リ
一
足
モ
引
ス
打
死

　
　
　

行
政

　
　
　
　
　
　
　

同
六
月
十
四
日　

藤
田
伝
五
行
政
郎
等
岡
本
次
郎
助
其
外
ノ
者
共

　
　
　
　
　
　
　

淀
迄
引
ト
イ
へ
ト
モ
終
自
害　

岡
本
ヲ
始
思
々
自
害
ス

　
　
　
　
　
　
　

永
禄
十
二
年
己
巳
二
月
十
三
日　

観
音
寺
涅
槃
像
令
新
補
者
也

　
　
　
　
　
　
　

藤
田
彦
左
衛
尉

　
　
　

貞
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
長
十
三
年
四
月
十
二
日
卒　

法
名　

了
安
禅
定
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞
光　
　
　
　
　
　
　
　

法
名　

玄
室
宗
覚
禅
定
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
長
十
九
年
正
月
廿
七
日
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞
久　
　
　
　
　
　
　
　

法
名　

宗
伍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
永
五
年
戊
辰
十
月
廿
三
日
没

　
　
　
　
　

藤
田
次
太
夫　

江
州
水
保
村
住

　
　
　

貞
堅

　
　
　
　
　

寛
永
九
年
六
月
廿
四
日
卒　

法
名　

雲
山
宗
夏
居
士

 

（
以
下
、
省
略
）　

　

観
音
寺
（
守
山
市
水
保
町
）
は
明
智
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
西
教
寺
を
総
本
山
と
す

る
天
台
真
盛
宗
の
寺
院
で
、
今
な
お
伝
三
行
久
、
伝
五
行
政
、
彦
兵
衛
尉
貞
孝
を
含

む
藤
田
一
族
の
菩
提
を
弔
っ
て
い
る
。
永
禄
一
二
年
に
貞
孝
の
子
で
あ
る
藤
田
彦
左

衛
門
尉
貞
勝
が
寄
進
し
た
涅
槃
図
（
守
山
市
指
定
文
化
財
）
も
現
存
し
、
裏
書
に
は

当
時
の
西
教
寺
住
持
（
中
興
第
七
世
）
で
開
眼
導
師
を
務
め
た
真
光
上
人
の
花
押
も

し
た
た
め
ら
れ
る
。

　

〈
涅
槃
図
裏
書
〉

　
　
　

奉
寄
附
涅
槃
像
一
幅　

近
江
国

　
　
　

野
洲
郡
秋
冨
郷
観
音
寺
常
住

　
　
　

右
志
趣
者
為
梅
渓
盛
春
禅
定
門

　
　
　

出
離
生
死
頓
證
仏
果
也

　
　
　
　
　

施
主
藤
田
彦
左
衛
門
尉
貞
勝

　
　
　
　
　
　
　
　

時
之
住
持
善
等
法
師

　
　
　
　
　

永
禄
十
二
己
巳
歳
二
月
十
三
日

　
　
　

開
眼
供
養
円
戒
老
比
丘
真
光
上
人
（
花
押
）

　

梅
渓
盛
春
禅
定
門
（
系
図
で
は
「
海
」
渓
盛
春
禅
定
門
と
な
っ
て
い
る
が
、
寺
伝

は
「
梅
」
で
系
図
の
誤
り
で
あ
ろ
う
）
は
、
藤
田
五
兵
衛
尉
貞
長
の
戒
名
で
あ
る
。

伝
三
行
久
、
伝
五
行
政
、
彦
兵
衛
尉
貞
孝
の
父
に
あ
た
る
貞
長
の
菩
提
を
弔
う
た
め

に
、
貞
長
の
孫
で
あ
る
藤
田
彦
左
衛
門
尉
貞
勝
（
〜
一
六
〇
八
）
が
施
主
と
な
っ
て
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寄
進
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
伝
三
行
久
は
『
明
智
軍
記
』
に
お
い
て
は
「
藤

三
行
久
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
守
山
市
藤
田
家
と
観
音
寺
で
伝
え
ら
れ
る
通
称

を
採
用
し
た
い
。

　

観
音
寺
本
堂
に
は
か
つ
て
、
藤
田
五
兵
衛
尉
貞
長
の
肖
像
画
が
掛
け
ら
れ
て
い
た

（
寛
政
一
一
年
成
立
「
観
音
寺
本
堂
ニ
掛
置
当
家
先
祖
ノ
影
像
表
具
由
来
裏
書
ノ
写
」

『
観
音
寺
文
書
』）
こ
と
が
知
ら
れ
る
な
ど
、
寺
院
再
興
に
最
大
の
功
績
が
あ
っ
た
大

檀
越
と
し
て
藤
田
家
を
遇
し
て
お
り
、
藤
田
家
が
戦
国
か
ら
織
豊
期
に
か
け
て
近
江

国
に
拠
点
を
も
ち
活
躍
し
た
武
家
の
一
族
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
近
世
中
期
の
作
成
と
見
ら
れ
る
藤
田
家
の
親
類
書
（
断
簡
）
に
よ
る
と
、当
主
・

藤
田
平
蔵
の
実
父
藤
田
治
太
夫
は
「
牧
野
佐
渡
守
様
ニ
馬
廻
相
勤
罷
在
」、
祖
父
の

藤
田
治
太
夫
は
「
土
井
大
炊
頭
様
ニ
江
州
御
知
行
所
預
り
支
配
仕
」
な
ど
、
一
族
の

多
く
が
大
名
の
家
臣
や
在
地
代
官
な
ど
と
し
て
仕
官
す
る
士
分
の
者
で
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る（
一
七
）。
江
戸
時
代
に
入
っ
て
も
、
水
保
村
の
藤
田
家
は
名
字
帯
刀
を
許

さ
れ
た
郷
士
層
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
、
そ
の
身
分
の
淵
源
が
戦
国
期

の
武
士
で
あ
っ
た
こ
と
に
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
ま
た
明
白
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、「
藤
田
系
図
」
の
内
容
が
す
べ
て
信
用
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
率
直
に
い
っ
て
筆
者
は
、
伝
三
行
久
、
伝
五
行
政
、
彦
兵

衛
尉
貞
孝
の
三
人
が
藤
田
五
兵
衛
尉
貞
長
の
子
で
あ
っ
た
と
い
う
系
譜
関
係
に
は
疑

問
を
抱
い
て
い
る
。

　

藤
田
家
の
惣
領
家
に
お
け
る
通
称
の
通
字
は
、
彦
兵
衛
尉
貞
孝
以
降
「
彦
」
で
、

諱
の
通
字
は
初
祖
の
貞
近
い
ら
い
「
貞
」
で
あ
る
。
そ
の
中
で
伝
五
行
政
と
伝
三
行

久
の
二
人
だ
け
が
、
通
称
の
通
字
が
「
伝
」
で
、
諱
の
通
字
が
「
行
」
で
あ
る
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
不
自
然
極
ま
り
な
い
。
系
図
通
り
に
二
人
が
彦
兵
衛
尉
貞
孝
の
実

兄
弟
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
微
妙
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
智
家

に
ゆ
か
り
の
深
い
西
教
寺
の
法
系
に
連
な
る
観
音
寺
に
お
い
て
、
伝
五
ら
を
水
保
村

の
藤
田
一
族
と
し
て
供
養
し
続
け
て
き
た
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
事
実
で
も
あ
る
。

　

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、『
西
教
寺
文
書
』
の
元
亀
四
年
五
月
廿
四
日
付
け
「
明

観音寺蔵　絹本著色仏涅槃図　裏書 藤田系図（部分）
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智
光
秀
寄
進
状
」（
一
八
）
で
あ
る
。
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
二
月
に
お
き
た
今
堅
田

城
攻
略
戦
で
討
死
し
た
一
八
人
の
家
臣
の
菩
提
を
弔
う
た
め
、
一
人
に
つ
き
一
斗
二

升
ず
つ
の
霊
供
米
を
西
教
寺
へ
寄
進
す
る
旨
を
伝
え
た
文
書
で
あ
る
。
発
給
者
の
光

秀
が
明
智
十
兵
衛
尉
で
は
な
く
「
咲
庵
」
光
秀
と
い
う
号
を
名
乗
っ
て
い
る
点
で
他

に
例
が
な
く
、
明
智
家
の
菩
提
寺
と
し
て
の
近
江
西
教
寺
と
光
秀
と
の
関
係
の
は
じ

ま
り
を
示
す
重
要
文
書
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
供
養
の
対
象

と
な
る
討
死
衆
の
中
に
含
ま
れ
る
「
藤
田
伝
七
」
の
名
で
あ
る
。
藤
田
伝
三
、
伝
五

の
弟
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
人
物
名
の
列
挙
は
命
日
順
で
は
な
く
、
末
尾

が
唯
一
無
姓
の
「
中
間
」
甚
四
郎
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
家
臣
団
内
部
で
の
序
列
順
と

考
え
ら
れ
る
。藤
田
伝
七
は
一
八
人
中
一
五
人
目
で
序
列
は
高
く
な
く
、若
年
で
あ
っ

た
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
藤
田
兄
弟
が
元
亀
四
年
段
階
で
新
参
家
臣
の
部
類
に
属
し
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
藤
田
伝
五
ら
は
「
美
濃
以
来
の
譜
代
衆
」
と

い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
明
智
光
秀
が
近
江
滋
賀
郡
を
領
す
る
前
後
の
段
階
で
抱
え

ら
れ
た
新
規
家
臣
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

　

伝
五
家
と
彦
左
衛
門
家
と
は
、別
家
で
は
あ
る
が
近
し
い
同
族
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

と
も
に
西
教
寺
の
信
仰
に
つ
ら
な
り
、
近
江
に
縁
が
あ
っ
た
。
明
智
光
秀
家
臣
団
の

中
で
出
世
を
遂
げ
、光
秀
と
運
命
を
共
に
し
て
滅
び
た
伝
五
系
の
菩
提
を
弔
う
た
め
、

も
と
も
と
同
族
で
あ
っ
た
水
保
村
の
藤
田
家
で
は
伝
三
行
久
と
伝
五
行
政
を
系
譜
に

加
え
、
先
祖
の
一
員
と
し
て
供
養
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
と

も
と
両
藤
田
家
に
俗
縁
が
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
「
謀
反
人
の
家
臣
」

を
系
譜
に
取
り
込
む
必
然
性
な
ど
な
い
。

　

藤
田
伝
五
の
同
族
に
か
か
る
伝
承
の
要
点
は
、
上
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
近
江
に

伝
わ
る
明
智
家
臣
団
に
連
な
る
伝
承
と
し
て
興
味
が
尽
き
な
い
。こ
う
し
た
事
例
が
、

今
な
お
続
々
と
発
掘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
と
め
に
か
え
て

　

明
智
光
秀
に
関
す
る
伝
説
は
、
滋
賀
県
で
生
ま
れ
た
筆
者
の
個
人
史
の
中
で
、
幾

た
び
と
な
く
眼
前
に
現
れ
、
か
つ
ま
た
た
く
間
に
遠
ざ
か
っ
て
行
っ
て
し
ま
い
、
捉

え
ど
こ
ろ
の
な
い
不
思
議
な
存
在
で
あ
っ
た
。

　

あ
る
と
き
は
「
光
秀
近
江
出
身
伝
説
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
献
を
読
み
、
あ
る

と
き
は
父
や
親
族
か
ら
「
光
秀
は
死
な
ず
、
南
光
坊
天
海
と
な
り
比
叡
山
を
復
興
さ

せ
た
」
と
い
う
物
語
を
聞
か
さ
れ
、
ま
た
あ
る
と
き
は
、
担
当
し
た
展
覧
会
の
調
査

で
近
世
博
物
学
の
巨
人
・
木
内
石
亭
の
祖
先
が
光
秀
の
家
臣
で
あ
っ
た
と
語
る
古
文

書
に
出
会
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
偶
然
に
「
明
智
光
秀
の
伝
説
」
と
接
触
す

る
機
会
が
存
在
し
た
。
そ
し
て
、そ
の
時
々
で
は
伝
説
に
強
い
関
心
を
抱
く
も
の
の
、

他
事
に
紛
れ
て
い
つ
し
か
忘
れ
が
ち
と
な
り
、
所
詮
は
伝
説
で
あ
っ
て
真
正
の
歴
史

研
究
に
は
結
び
つ
か
ぬ
と
捨
て
お
い
て
し
ま
う
の
が
実
態
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
が
、
二
〇
二
〇
年
の
大
河
ド
ラ
マ
で
明
智
光
秀
が
主
人
公
に
な
る
と
い
う
偶

然
の
お
か
げ
で
、
計
ら
ず
も
、
近
江
に
伝
わ
る
明
智
光
秀
伝
説
の
さ
さ
や
か
な
記
録

化
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
発
信
さ
れ
た
一
般
の
声
で
は
、
行
政
が

大
河
ド
ラ
マ
に
依
存
し
て
地
域
お
こ
し
を
す
る
こ
と
に
批
判
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ

の
是
非
と
は
ま
た
別
に
、
ド
ラ
マ
が
明
智
光
秀
に
か
か
る
史
実
や
伝
説
な
ど
に
つ
い

て
改
め
て
調
査
研
究
を
行
う
機
運
を
盛
り
上
げ
、
広
く
文
化
財
の
保
護
に
向
け
た
絶

好
の
機
会
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
確
か
だ
と
思
う
。

　

そ
れ
で
は
、
私
た
ち
滋
賀
県
民
に
と
っ
て
、
明
智
光
秀
伝
説
の
意
味
す
る
も
の
と

は
、
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。

　

か
つ
て
滋
賀
県
庁
が
「
文
化
の
屋
根
」
委
員
会
を
組
織
し
て
有
識
者
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
い
た
際
に
、
明
智
光
秀
を
は
じ
め
大
友
皇
子
、
石
田
三
成
、
淀
殿
ら
の
名
を

挙
げ
て
「
滋
賀
県
は
悪
人
が
多
い
」「
悪
人
研
究
所
を
作
れ
ば
よ
い
」
な
ど
の
意
見

が
出
た
こ
と
が
あ
る（
一
九
）。
こ
こ
で
い
う「
悪
人
」と
は
、顔
ぶ
れ
か
ら
し
て
敗
北
者
、

悲
劇
の
人
物
な
ど
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
主
に
梅
原
猛
、
徳
永
真
一
郎
と
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い
っ
た
哲
学
者
や
作
家
の
発
言
で
、
国
民
一
般
の
見
方
を
代
表
し
て
い
る
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
筆
者
自
身
も
含
め
て
、
多
く
の
滋
賀
県
人
（
出
身
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
滋
賀
県
に
さ
ま
ざ
ま
な
縁
を
も
つ
人
）
が
、
明
智
光
秀
の
よ
う

な
謀
反
人
、
敗
北
者
、「
負
け
組
」
側
の
歴
史
的
人
物
に
対
す
る
親
近
感
を
強
く
持
っ

て
い
る
こ
と
を
見
事
に
言
い
当
て
た
指
摘
で
も
あ
っ
た
。

　

日
本
列
島
に
お
け
る
交
通
の
要
衝
で
、
都
に
隣
接
す
る
土
地
柄
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
近
江
国
は
歴
史
上
た
び
た
び
政
治
争
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
合
戦
の
巷
と
な
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
成
功
者
を
輩
出
す
る
反
面
、
敗
北
者

や
そ
の
与
党
・
縁
者
た
る
「
負
け
組
」
を
あ
ま
た
生
み
出
し
た
の
も
近
江
史
の
必
然

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
私
た
ち
近
江
人
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
そ
う
し
た
有
縁
無
縁

の
「
負
け
組
」
た
ち
に
心
を
寄
せ
、
擁
護
し
、
温
か
く
見
守
る
心
性
を
は
ぐ
く
ん
で

き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
敗
者
・
光
秀
は
近
江
ゆ
か
り
の
代
表
的
人
物
と
し
て
ま
こ
と
に

ふ
さ
わ
し
い
。
光
秀
の
菩
提
寺
が
美
濃
で
は
な
く
京
で
も
な
く
、
近
江
坂
本
の
西
教

寺
に
あ
り
、
い
ま
な
お
一
族
の
供
養
塔
や
妻
・
煕
子
の
墓
前
に
香
華
が
絶
え
な
い
こ

と
に
も
相
応
の
理
由
が
あ
る
の
だ
と
、
改
め
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

 

（
い
の
う
え　

ま
さ
る
・
滋
賀
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
護
課
主
幹

 

兼
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
主
幹
）

　

註
（
一
）　
「
明
智
光
秀
、
出
生
地
伝
説
が
続
々
」（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
九
年
四
月
二
七
日　

be 
on Saturday　

四
面
）

「
明
智
光
秀　

近
江
出
身
だ
っ
た
？
」（『
産
経
新
聞
』
二
〇
一
九
年
九
月
二
四
日　

滋
賀

　

二
二
面
）

「
謎
多
い
武
将
に
新
た
な
光
」（『
中
日
新
聞
』
二
〇
一
九
年
六
月
一
六
日　

教
育　

一
五

面
）

「
明
智
光
秀
は
近
江
出
身
？
」（『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
九
年
七
月
三
一
日　

滋
賀　

二
〇

面
）

「
光
秀　

湖
国
の
出
身
？
」（『
京
都
新
聞
』
二
〇
一
九
年
八
月
二
日　

滋
賀
地
域　

二
〇

面
）

「『
近
江
国
出
身
』
文
書
と
口
伝
」（『
岐
阜
新
聞
』
二
〇
一
九
年
八
月
四
日　

八
面
）

「『
光
秀　

近
江
出
身
』
の
新
説
を
打
ち
出
し
た
」（『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
九
年
一
一
月

一
八
日　

地
域
滋
賀　

二
九
面
）

「
明
智
光
秀　

滋
賀
・
多
賀
出
身
？
」（『
京
都
新
聞
』
二
〇
一
九
年
一
二
月
二
一
日　

夕

刊　

一
面
）

（
二
）　

木
下
聡「
明
智
光
秀
と
美
濃
国
」（『
現
代
思
想
』第
四
七
巻
第
一
六
号「
総
特
集
明
智
光
秀
」

二
〇
一
九
、
青
土
社
）
で
は
、
参
考
文
献
と
し
て
拙
稿
も
取
り
上
げ
、
光
秀
近
江
出
身

の
可
能
性
を
真
摯
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
結
論
的
に
は
、
妻
で
あ
る
妻
木
氏
を
東
美
濃

か
ら
迎
え
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
光
秀
は
「
美
濃
国
出
身
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
」
と

し
な
が
ら
も
、
明
智
家
の
惣
領
争
い
の
中
で
敗
れ
た
頼
典
か
玄
宣
か
の
系
が
近
江
へ
と

逃
れ
、
明
智
を
名
乗
る
一
族
と
し
て
光
秀
在
世
時
ま
で
存
在
し
た
可
能
性
を
論
じ
て
い

る
。

他
に
、
福
島
克
彦
『
明
智
光
秀
と
近
江
・
丹
波
』（
二
〇
一
九
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
）、

大
沼
芳
幸
『
明
智
光
秀
と
琵
琶
湖
』（
二
〇
一
九
、青
海
社
）、乃
至
政
彦
『
信
長
を
操
り
、

見
限
っ
た
男　

光
秀
』（
二
〇
一
九
、
河
出
書
房
新
社
）、
澤
田
順
子
『
明
智
十
兵
衛
光

秀　

謎
多
き
ル
ー
ツ
に
迫
る　

多
賀
出
身
説
！
』（
二
〇
一
九
、
私
家
版
）、
企
画
展
「
明

智
光
秀
と
戦
国
の
多
賀
」
展
示
図
録
（
二
〇
二
〇
、
多
賀
町
立
博
物
館
）
な
ど
が
、
拙

稿
に
触
れ
つ
つ
多
賀
出
身
説
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

（
三
）　

井
上
優
「『
淡
海
温
故
録
』
に
お
け
る
明
智
十
兵
衛
の
正
体
―
光
秀
は
近
江
で
生
ま
れ
た

か
？
―
」（『
現
代
思
想
』第
四
七
巻
第
一
六
号「
総
特
集
明
智
光
秀
」二
〇
一
九
、青
土
社
）

井
上
優
「
光
秀
『
多
賀
出
身
説
』
を
追
う
」（『
湖
国
と
文
化
』
第
一
七
〇
号
「
特
集
光

秀
虚
像
と
実
像
」
二
〇
二
〇
、
び
わ
湖
芸
術
文
化
財
団
）

（
四
）　

ふ
る
さ
と
大
津
歴
史
文
庫
５
『
大
津
の
伝
説
』（
一
九
八
八
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
）
六

六
〜
六
八
頁

あ
き
つ
ブ
ロ
グ
「
明
智
左
馬
之
助　

湖
水
渡
り
の
不
思
議
」（
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
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w
w
.biw
akobunkakan.jp/

）
二
〇
一
九
年
八
月
九
日
投
稿
、

二
〇
二
〇
年
一
月
五
日
閲
覧

（
五
）　
『
滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財　

聖
衆
来
迎
寺
表
門
保
存
修
理
工
事
報
告
書
』（
二
〇
一
二
、

滋
賀
県
教
育
委
員
会
）
四
七
〜
五
〇
頁

（
六
）　

彦
根
藩
史
料
叢
書
『
侍
中
由
緒
帳
１
』（
一
九
九
四
、
彦
根
城
博
物
館
）
八
頁

四
代
目
清
左
衛
門
書
出
シ
之
趣

一
右
拙
者
曾
祖
父
木
俣
清
三
郎
、
後
清
左
衛
門
、
次
ニ
土
佐
与
申
候
、
生
国
三
州
岡
崎

之
者
ニ
而
九
歳
之
比
よ
り
大
権
現
様
江
被
召
仕
、
拾
九
之
歳
子
細
有
之
、
京
都
江
立
退

明
智
日
向
守
方
ニ
罷
在
、
廿
七
之
比
岡
崎
江
被
召
帰
、
如
元
御
近
習
ニ
相
勤
罷
在
候

（
七
）　
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』（『
日
光
叢
書
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
第
五
巻
、
一
九
九
一
）
一
九
七

頁

（
八
）　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』（『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
五
、
一
九
六
五
、
続
群
書
類
従

完
成
会
）
六
九
頁

（
九
）　

高
島
幸
次
「
近
江
堅
田
の
土
豪
猪
飼
氏
に
つ
い
て
」（『
日
本
仏
教
史
の
研
究
』
一
九
八
六
、

永
田
文
昌
堂
）

（
一
〇
）
高
島
幸
次「
近
江
堅
田
の
土
豪
猪
飼
氏
の
近
世
的
変
貌
」（『
龍
谷
史
壇
』第
九
三
・
九
四
号
、

一
九
八
九
）、
高
島
幸
次
「
近
江
に
お
け
る
一
向
一
揆
と
土
豪
一
揆
」（『
日
本
の
宗
教
と

文
化
』
一
九
八
九
、
同
朋
舎
）

（
一
一
）
井
上
優
「
木
内
石
亭
の
出
生
か
ら
分
家
ま
で
」（
企
画
展
『
石
の
長
者
・
木
内
石
亭
』
展

示
図
録
）
一
九
九
五
、
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館　

三
五
頁

（
一
二
）
企
画
展
『
石
の
長
者
・
木
内
石
亭
』
展
示
図
録
（
前
掲
）
一
六
頁
に
写
真
図
版
、
四
〇

頁
に
解
説
の
掲
載
あ
り

（
一
三
）
斎
藤
忠
『
木
内
石
亭
』
一
九
六
二
、
吉
川
弘
文
館

企
画
展
『
石
の
長
者
・
木
内
石
亭
』
展
示
図
録
（
前
掲
）
四
一
頁
解
説

（
一
四
）『
信
長
公
記
』
天
正
一
〇
年
六
月
朔
日
条

六
月
朔
日
夜
に
入
り
、丹
波
国
亀
山
に
て
維
任
日
向
守
光
秀
逆
心
を
企
て
、明
智
左
馬
助
・

明
智
次
右
衛
門
・
藤
田
伝
五
・
斎
藤
内
蔵
佐
、
是
等
と
し
て
談
合
を
相
究
め
、
信
長
を

討
果
し
、天
下
の
主
と
な
る
べ
き
調
儀
を
究
め
、亀
山
よ
り
中
国
へ
は
三
草
越
え
を
仕
候
。

（
奥
野
高
広
・
岩
沢
愿
彦
校
注
『
信
長
公
記
』
一
九
六
九
、
角
川
書
店　

に
よ
る
）

（
一
五
）『
明
智
軍
記
』
第
九　

藤
田
伝
五

明
智
治
右
衛
門
自
害
ノ
事

藤
田
伝
五
行
政
ハ
山
崎
表
右
備
ノ
大
将
ナ
リ
シ
ガ
、
寄
手
方
ノ
蜂
屋
出
羽
守
ヲ
追
靡
能

キ
敵
余
多
討
捕
シ
処
ニ
神
戸
三
七
郎
信
孝
、
蜂
屋
ニ
入
替
リ
峯
信
濃
ノ
守
・
平
田
壱
岐

守
等
攻
来
リ
ケ
ル
ヲ
モ
又
追
退
ケ
、
気
色
栄
タ
ル
処
ニ
同
神
戸
内
国
分
佐
渡
守
三
百
計

二
テ
横
鑓
ニ
廻
リ
撞
掛
ル
故
、
味
方
馬
ノ
足
四
度
路
ニ
見
ヘ
ケ
ル
処
ヲ
三
七
殿
金
ノ
杵

ノ
馬
印
ニ
テ
自
身
団
ヲ
取
テ
、
山
路
主
水
鹿
伏
兎
右
京
ヲ
左
右
ニ
立
、
諸
軍
ヲ
勇
メ
真

先
ニ
進
マ
レ
シ
カ
バ
、
藤
田
モ
摩
打
振
、
伊
勢
与
三
郎
・
御
牧
三
左
衛
門
・
諏
訪
飛
騨

守
以
下
相
懸
リ
ニ
懸
ツ
テ
肌
膚
不
撓
眼
瞼
不
瞬
十
文
字
ニ
破
テ
通
リ
、
巴
ノ
字
ニ
追
廻

シ
鎬
ヲ
削
リ
鍔
ヲ
割
、
縦
横
無
尽
ニ
切
テ
廻
リ
、
天
地
ヲ
響
カ
シ
攻
戦
サ
レ
ト
モ
敵
ハ

大
勢
ナ
レ
バ
終
ニ
打
負
、
藤
田
伝
五
ハ
痛
手
薄
手
二
六
箇
所
疵
ヲ
被
リ
甲
ヲ
モ
打
落
サ

ル
、
子
息
伝
兵
衛
秀
行
・
舎
弟
藤
三
行
久
・
伊
勢
与
三
郎
貞
仲
・
諏
訪
飛
騨
守
盛
直
ヲ

始
精
鋭
既
ニ
四
百
七
十
騎
、
一
足
モ
不
引
討
死
ス
、
伝
五
ハ
其
節
額
ヲ
突
レ
ケ
ル
疵
ヨ

リ
血
出
テ
両
眼
ニ
入
シ
カ
バ
、
是
非
ヲ
弁
兼
、
敵
ハ
何
ク
ニ
在
ゾ
、
今
一
軍
シ
テ
義
死

ヲ
遂
ン
ト
云
ケ
ル
ヲ
、
郎
等
共
藤
田
ガ
馬
ノ
口
ヲ
引
テ
敵
方
ヘ
掛
リ
ヌ
ル
ト
偽
リ
テ
、

淀
ノ
辺
迄
引
退
キ
、
偖
小
橋
ノ
下
ヨ
リ
舟
ニ
乗
、
弥
落
ン
ト
支
度
セ
シ
ヲ
、
行
政
大
ニ

忿
リ
、
事
新
キ
儀
ナ
ガ
ラ
武
士
ノ
道
ト
云
ハ
生
ベ
キ
所
ニ
テ
ハ
生
、
可
死
所
ニ
テ
ス
ル

ヲ
以
テ
忠
義
ト
セ
リ
、
我
手
負
、
眼
暗
シ
テ
度
方
ヲ
失
ヒ
タ
レ
バ
ト
テ
爰
迄
落
延
ベ
キ

様
ナ
シ
、
郎
等
ノ
所
為
ニ
依
テ
末
代
迄
嘲
リ
ニ
逢
ン
事
ノ
口
惜
サ
ヨ
ト
、
涙
ヲ
流
シ
云

ケ
ル
処
、
二
十
四
日
ノ
曙
、
勝
龍
寺
ノ
城
ニ
モ
軍
有
テ
三
宅
藤
兵
衛
綱
朝
数
度
切
テ
出
、

艶
ナ
ル
合
戦
シ
其
後
城
ニ
火
ヲ
カ
ケ
自
害
シ
タ
リ
ト
沙
汰
シ
ケ
レ
バ
、
藤
田
是
ヲ
聞
テ

莞
爾
ト
笑
テ
、
流
石
気
味
ヨ
キ
三
宅
哉
、
箇
様
ノ
行
跡
ハ
聞
モ
涼
シ
ク
思
ナ
リ
、
然
ラ

バ
某
モ
乍
延
引
自
害
シ
テ
昨
日
山
崎
戦
場
ノ
恥
辱
ヲ
少
シ
雪
グ
ベ
シ
ト
テ
、
剣
ヲ
抜
左

ノ
脇
二
突
立
、
右
ヘ
キ
リ
ゝ
ト
引
廻
シ
ケ
レ
バ
、
家
来
岡
本
次
郎
介
ト
云
者
是
非
ナ
ク

主
君
ヲ
介
錯
シ
、
其
刀
ヲ
取
直
シ
己
ガ
首
ヲ
掻
落
シ
死
二
ケ
ル
コ
ソ
由
々
敷
ケ
レ

（
滋
賀
県
立
図
書
館
架
蔵
、
元
禄
十
五
年
刊
記
の
版
本
に
よ
る
。
読
点
は
筆
者
が
付
し
た
）

（
一
六
）
藤
田
伝
五
（
藤
田
行
政
）
〜
本
能
寺
の
変
で
筒
井
順
慶
の
説
得
を
務
め
た
〜
（「
歴
史
上

の
偉
人
、
有
名
人
と
子
孫
の
大
百
科
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://kiiroipanda.com
/

）

二
〇
二
〇
年
一
月
八
日
閲
覧

（
一
七
）「
親
類
書
」
断
簡
（『
藤
田
泰
夫
家
文
書
』）
翻
刻
文
は
次
の
と
お
り
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本
国

　
　
　

近
江
国　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
平
蔵

生
国　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

已
ニ
貮
拾
七
歳

　
　
　

親
類
書

一
、
祖
父　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
治
太
夫

　
　
　

土
井
大
炊
頭
様
ニ
江
州
御
知
行
所
預
り
支
配
仕
、
四
拾
六
年
已
前

　
　
　

病
死
仕
候
、

一
、
祖
母　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村
権
兵
衛
娘

　
　
　

権
兵
衛
儀
、
京
極
主
膳
正
様
ニ
大
津
蔵
役
相
勤
罷
在
、

　
　
　

七
拾
四
年
已
前
病
死
仕
候
、
祖
母
儀
拾
五
年
已
前
病
死
仕
候
、

一
、
養
父　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
平
右
衛
門

　
　
　

大
久
保
佐
渡
守
方
ニ
相
勤
罷
有
、
十
六
年
已
前
病
死
仕
候
、

一
、
養
母　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
弥
兵
衛
娘

　
　
　

弥
兵
衛
儀
、
津
軽
越
中
守
様
ニ
郡
代
役
相
勤
罷
在
、
貮
拾
壱
年
已
前

　
　
　

病
死
仕
候
、
養
母
儀
八
年
已
前
病
死
仕
候
、

一
、
実
父　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
治
太
夫

　
　
　

牧
野
佐
渡
守
様
ニ
馬
廻
相
勤
罷
在
候
処
、
病
気
ニ
付
浪
人
仕
、
則
旧
在
之

　
　
　

義
故
江
州
野
洲
郡
水
保
村
江
立
帰
住
居
仕
、
貮
拾
五
年
已
前
病
死
仕
候
、

 

（
後
欠
）

（
一
八
）
藤
田
達
生
・
福
島
克
彦
編
『
明
智
光
秀
〔
史
料
で
読
む
戦
国
史
③
〕』（
二
〇
一
五
、
八

木
書
店
）
五
三
頁

（
一
九
）『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

明
日
の
湖
国
４
』（
一
九
八
五
、
サ
ン
ブ
ラ
イ
ト
出
版
）
二
七
〜
三

〇
頁

＊　

本
稿
の
成
立
に
あ
た
っ
て
、
藤
田
泰
夫
氏
、
観
音
寺
（
篠
原
啓
人
住
職
）
お
よ
び
、
葭
田
喜

代
嗣
氏
、
大
西
博
氏
、
守
山
市
立
速
野
会
館
・
尾
中
健
一
郎
氏
を
は
じ
め
と
す
る
守
山
市
速
野

学
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
の
み
な
さ
ま
か
ら
、
史
料
の
調
査
や
そ
の
取

り
ま
と
め
等
に
つ
い
て
格
別
の
高
配
を
得
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
昭
和
五
七
年
の
比
叡
山
飯
室
谷
松
禅
院
で
の
石
燈
籠
調
査
は
滋
賀
県
立
東
大
津
高
等

学
校
歴
史
研
究
部
の
顧
問
で
あ
っ
た
渡
邊
守
順
先
生
の
指
導
の
も
と
、
下
村
隆
司
氏
と
と
も
に

行
っ
た
も
の
で
す
。
木
内
石
亭
の
実
家
に
あ
た
る
拾
井
平
左
衛
門
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
考
古

資
料
や
地
学
標
本
な
ど
と
併
せ
て
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
所
有
者
で
あ
る
拾
井
正
三
氏

の
御
自
宅
に
お
い
て
、
伊
東
ひ
ろ
美
氏
と
と
も
に
調
査
し
た
も
の
で
す
。

　
　

福
島
克
彦
氏
（
大
山
崎
町
歴
史
資
料
館
長
）、
木
戸
雅
寿
氏
、
仲
川
靖
氏
、
松
下
浩
氏
、
大

崎
康
文
氏
、古
川
史
隆
氏
、矢
田
直
樹
氏
（
以
上
、滋
賀
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
護
課
）、

上
野
良
信
氏
、志
村
恵
子
氏
、國
分
政
子
氏
、和
澄
浩
介
氏
（
以
上
、滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
）、

井
上
ひ
ろ
美
氏
（
文
化
遺
産
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
代
表
）、
中
川
敦
之
氏
（
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
）、

渡
邊
勇
祐
氏
（
守
山
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
）
に
は
ご
教
示
と
各
種
の
情
報
提
供
を
得

ま
し
た
。

　
　

な
お
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
の
田
澤
梓
氏
に
は
原
稿
の
編
集
・
校
正
等
の
一
切
に
お
い

て
、
格
別
の
お
骨
折
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

多
く
の
関
係
者
に
対
し
て
、
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。
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